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一
、
は
じ
め
に
ー
問
題
の
所
在
ー

諸
法
会
・
修
法
・
灌
頂
な
ど
に
あ
た
り
、
勧
請
の
本
尊
聖
衆
の
宝
前
に

お
い
て
導
師
又
は
表
白
師
に
よ
っ
て
宣
読
さ
れ
る
表
白
文
は
、
平
安
時
代

の
中
・
後
期
に
は
、
主
と
し
て
儒
者
達
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た

が
、
院
政
期
中
頃
に
な
る
と
、
真
言
・
天
台
両
教
団
の
僧
侶
達
も
自
ら
の

手
で
作
成
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
注
1
)
。
す
な
わ
ち
、
表
白
文
の
歴
史
は
、
作
者

層
が
変
動
し
そ
こ
に
一
般
僧
侶
が
加
わ
る
と
い
う
点
で
、
前
代
と
は
異
な

る
院
政
期
ご
ろ
に
―
つ
の
ふ
し
め
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
、

現
存
の
文
献
資
料
か
ら
窺
え
る
見
解
で
あ
っ
て
、
本
稿
の
筆
者
も
こ
れ
に

従
っ
て
、
小
論
を
展
開
し
て
き
た
（
注
2
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
時
調
査
を
進
め
る
中
で
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
二
十

二
巻
本
『
表
白
集
』
に
は
、
院
政
期
よ
り
遡
る
、
平
安
時
代
後
期
(
+
-

世
紀
）
に
活
動
し
て
い
た
僧
侶
の
手
に
な
る
表
白
文
の
収
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
一
部
従
来
の
見
解
を
訂
す
る
必
要
が
生
じ

0
キ
ー
ワ
ー
ド
11
表
白
文
、
対
句
表
現
、
平
救
阿
闇
梨
、
済
延
僧
都
、

対
句
の
訓
法

十

一

世

杞

に

お

け

こ

を

自

文

8

対

句

表

表

に

つ

い

て

ー
僧
侶
作
成
の
表
白
H

文
を
傭
防
し
て
1

山
本
真
吾

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
時
期
す
な
わ
ち
十
一
世
紀

に
は
、
儒
者
の
手
に
な
る
表
白
文
の
実
例
と
し
て
、
『
本
朝
文
粋
』
・
『

本
朝
続
文
粋
』
を
は
じ
め
と
す
る
漢
詩
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の

み
が
知
ら
れ
て
い
て
、
僧
侶
の
製
作
に
係
る
も
の
の
報
告
が
な
か
っ
た
。

二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
の
、
具
体
的
に
は
、
平
救
阿
閤
梨
と
済
延
僧

都
と
い
う
十
一
世
紀
に
活
躍
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
僧
侶
の
手
に

な
る
表
白
文
の
実
例
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
文
章
史
的
意
義
に

つ
い
て
も
観
察
が
可
能
に
な
っ
た
。

以
下
、
こ
の
二
人
の
作
成
し
た
表
白
文
の
文
体
に
つ
い
て
、
特
に
対
句

表
現
に
注
目
し
て
論
ず
る
こ
と
と
し
、
以
前
に
公
に
し
た
小
論
の
補
正
も

図
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
所
蔵
の
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
は
、
主
と
し
て
仁
和
寺
の

僧
侶
に
よ
る
表
白
文
の
集
成
で
あ
り
、
喜
多
院
御
室
守
覚
法
親
王
周
辺
の

編
纂
に
成
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
に
全
＿
―
-
七
六
篇
も
の
作
品
を

収
め
、
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
十
二
世
紀
頃
に
か
け
‘
て
の
、
大
御
室
（
性
信
）

か
ら
中
御
室
（
覚
行
）
、
成
就
院
大
僧
正
（
寛
助
）
、
高
野
御
室
（
覚
法
）

二
、
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
と
平
救
阿
閤
梨
、
済
延
僧
都
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・
紫
金
台
寺
御
室
（
覚
性
）
、
勧
修
寺
法
務
（
寛
信
）
、
済
逼
僧
都
ま
た

藤
原
教
長
入
道
な
ど
が
主
要
な
作
者
と
し
て
名
を
列
ね
て
い
る
。

巻
第
一
「
結
縁
瀧
頂
三
摩
耶
戒
／
同
初
夜
／
伝
法
灌
頂
初
夜
」
以
下
、

巻
第
八
、
巻
第
十
一
の
二
巻
を
欠
い
て
、
現
存
二
十
帖
は
、
法
会
・
修
法

の
内
容
に
よ
り
部
類
し
て
い
る
。

旧
稿
（
注
3
)
に
お
い
て
、
本
『
表
白
集
』
所
収
の
表
白
文
に
は
、
漢

文
体
の
も
の
と
片
仮
名
交
じ
り
文
の
二
種
の
文
体
の
も
の
が
混
在
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
体
の
選
択
は
、
概
ね
作
者
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
事
実
を

報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
本
文
献
に
所
収
の
片
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た

表
白
文
の
作
者
を
調
べ
て
み
る
と
、
十
一
世
紀
に
活
躍
し
た
、
平
救
阿
闇

梨
と
済
延
僧
都
の
作
品
の
多
い
こ
と
も
判
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

平
救
阿
闇
梨
は
、
仁
和
寺
諸
院
の
一
、
池
上
我
覚
寺
に
属
し
、
十
一
世

紀
前
半
に
、
仁
和
寺
及
び
東
寺
を
拠
点
と
し
て
、
大
御
室
性
信
や
済
延
僧

都
、
ま
た
と
き
め
く
摂
関
家
ゆ
か
り
の
池
房
僧
正
長
信
や
藤
原
道
長
室
倫

子
、
ま
た
道
長
の
贔
贋
で
も
あ
っ
た
興
福
寺
永
昭
と
関
わ
り
な
が
ら
、
そ

の
文
オ
を
武
器
と
し
て
活
躍
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
華
厳
院
大
僧
都
済

延
も
、
平
救
阿
闇
梨
と
重
な
り
つ
つ
、
主
に
十
一
世
紀
中
頃
以
降
に
作
品

を
残
し
、
こ
の
頃
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
済
延
僧
都
の
仏
教
社

会
に
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
は
、
諸
書
に
伝
え
る
所
で
あ
っ
た
が
、
本
文

献
所
収
の
表
白
文
の
検
討
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
及
び
東
寺
を
舞
台
に
、
大

御
室
性
信
と
関
わ
り
、
ま
た
権
門
の
藤
原
頼
通
や
二
条
女
院
、
教
通
な
ど

と
も
交
渉
を
持
ち
、
や
は
り
そ
の
文
オ
を
発
揮
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
（
注
4
)
。

平
救
阿
闇
梨
の
出
自
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
済
延
僧
都
に
つ
い
て
は
、

父
源
経
頼
（
宇
多
源
氏
）
が
二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
弁
官
職
を
勤
め
、
太

政
官
政
治
の
実
務
に
通
暁
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
先
掲
、
血
脈
類

緊
記
第
三
、
弁
官
補
任
）
。
弁
官
は
、
文
案
考
勘
の
オ
を
要
求
さ
れ
る
職

で
、
経
頼
に
も
、
『
西
宮
記
』
勘
物
、
『
左
経
記
』
と
い
っ
た
著
述
が
あ

る
。
弁
官
の
子
息
で
、
仏
門
に
入
り
、
諷
誦
文
類
の
文
オ
を
発
揮
し
た
人

物
と
し
て
は
、
下
っ
て
勧
修
寺
法
務
寛
信
が
お
り
、
か
よ
う
な
家
門
を
背

景
と
し
て
、
表
白
文
作
成
の
任
に
適
う
真
衆
の
人
材
が
育
成
さ
れ
た
の
か

も
知
れ
な
い
（
注
5
)
。

レ

三
、
分
析
の
方
法

か
つ
て
小
論
の
筆
者
は
、
平
安
時
代
の
表
白
文
を
対
象
と
し
て
、
対
句

表
現
の
句
法
に
注
目
し
、
そ
れ
が
、
時
間
の
推
移
に
伴
っ
て
、
変
化
す
る

こ
と
を
論
じ
た
（
注
6
)
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
表
白
文
の
デ
ー
タ
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧

稿
の
結
論
が
ど
の
よ
う
に
訂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

本
稿
の
当
面
の
目
的
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
、
全
く
同
様
の
分
析
方
法
に

拠
る
こ
と
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
文
章
の
基
幹
を
成
す
対
句
表
現
に
注
目
し
、
そ
の
句
法
を

観
察
し
、
通
時
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
こ
こ
で
言
う
句
法
と

は
、
表
白
文
一
篇
中
に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
対
句
が
ど
の
程
度
の
分
量

で
配
合
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
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，
対
句
の
認
定
・
分
類
に
は
、
概
ね
、
当
代
の
作
文
指
南
書
と
し
て
著
名

な
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
（
現
在
、
天
理
図
書
館
蔵
）
を
用
い
た
。
本

書
の
「
筆
大
鉢
」
は
散
文
に
用
い
ら
れ
る
対
句
を
、
次
の
よ
う
に
＾
一
句

の
文
字
数
＞
と
い
う
観
点
か
ら
九
種
類
に
分
類
し
へ
そ
れ
ぞ
れ
に
例
句
を

掲
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

ま
ず
、
二
つ
の
句
の
対
か
ら
成
る
も
の
（
単
句
対
）
を
一
一
一
種
類
に
分
け

て
、
一
＿
一
字
句
の
対
を
「
壮
句
」
、
四
字
句
の
対
を
「
緊
句
」
、
五
字
以
上

十
余
字
か
ら
成
る
句
の
対
を
「
長
句
」
と
す
る
。
次
に
、
第
一
句
と
第
一
―
―

句
（
上
句
）
、
第
二
句
と
第
四
句
（
下
句
）
と
い
う
よ
う
に
、
句
を
隔
て

て
対
句
を
構
成
す
る
も
の
を
隔
句
と
称
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
六
種
類
に

分
類
し
、
そ
の
中
で
更
に
三
段
階
の
ラ
ン
ク
を
設
け
て
い
る
。

上
句
四
字
・
下
句
六
字
の
「
軽
隔
句
」
と
上
句
六
字
・
下
句
四
字
の
「

重
隔
句
」
が
最
も
勝
れ
、
上
句
三
字
・
下
句
不
定
の
「
疎
隔
句
」
と
上
句

五
字
以
上
・
下
句
六
字
以
上
、
も
し
く
は
上
句
不
定
・
下
句
＿
―
-
字
の
「
密

隔
句
」
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
上
句
四
字
・
下
句
四
字
ま
た
は
上
句
五
字
・
下

句
五
字
の
「
平
隔
句
」
と
上
句
四
字
・
下
句
五
、
七
、
八
字
ま
た
は
上
句

五
、
七
、
八
字
・
下
句
四
字
の
「
雑
隔
句
」
が
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る

と
す
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
表
白
文
は
、
旧
稿
の
（
二
）
平
安
時
代
中
・
後
期

資
料
群
に
該
当
す
る
。
以
下
に
、
平
救
阿
闇
梨
、
済
延
僧
都
の
そ
れ
ぞ
れ

の
対
句
の
句
法
を
観
察
し
、
こ
の
中
で
、
位
置
付
け
て
み
た
い
。

今
回
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
交
じ
り
文
の
文
章
で

あ
り
、
敬
語
の
補
助
動
詞
な
ど
の
漢
字
表
記
や
語
順
が
日
本
語
式
に
な
っ

四
‘
‘
平
救
阿
闇
梨
作
表
白
文
の
対
句
表
現
の
句
法

て
い
る
箇
所
も
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
や
認
定
に
困
難
を
伴
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
の
作
品
の
表
現
を
観
察
す
る
中
で

処
理
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
所
収
の
平
救
阿
闇
梨
の
作
品
は
、
「
表
白
」

あ
る
い
は
「
嘆
徳
」
と
題
さ
れ
、
計
十
一
篇
を
拾
ヽ
つ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
内
、
「
表
白
」
と
題
さ
れ
る
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①

東

寺

灌

頂

乞

戒

導

師

表

白

（

巻

第

ニ

ー

2
)

②

観

音

院

灌

頂

乞

戒

導

師

表

白

（

巻

第

ニ

ー

12)

③

観

音

院

瀧

頂

乞

戒

導

師

表

白

（

巻

第

ニ

ー

13)

④

大

御

室

御

灌

頂

誦

経

導

師

表

白

（

巻

第

三

ー

3
)

⑤
興
福
寺
永
昭
僧
都
伝
法
灌
頂
誦
経
導
師
表
白
（
巻
第
一
―
-
|
8
)

⑥

公

家

孔

雀

経

御

修

法

表

白

（

巻

第

十

四

ー

1
)

⑦

癒

病

祈

孔

雀

経

読

経

表

白

（

巻

第

十

六

ー

12)

⑧

東

寺

御

影

供

表

白

（

巻

第

十

九

ー

1
)

右
の
八
篇
が
分
析
の
対
象
と
な
る
。

い
ま
、
①
の
全
文
を
取
り
上
げ
、
対
句
表
現
が
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
に

示
し
て
み
る
（
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
直
し
そ
の
位
置
は
で
き
る
だ
け
原

本
に
近
い
形
で
掲
げ
、
漢
字
の
字
体
は
一
部
の
字
を
除
い
て
正
字
旧
字
体

を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
）
。
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方
今

凡（傭字）

是
故
（
働
字
）

法
印
大
和
尚

g)

道
厳
重
国
）

法
甚
重
ナ
ル

言

語

道

断

目

）

心
行
所
減
セ
リ

＊
印
度
則
輸
婆
三
蔵
賓
位
ヲ
捨
＿
ァ
道
尋
給

t
g同）

辰
旦
則
玄
宗
皇
帝
勅
命
ヲ
下
＿
ァ
賢
ヲ
撰
給
＾
リ

右
の
よ
う
に
、
平
救
阿
闇
梨
の
表
白
文
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
で
綴
ら

れ
、
語
順
も
「
勅
命
ヲ
下
テ
」
の
よ
う
に
、
目
的
語
が
動
詞
の
上
位
に
あ

る
よ
う
な
日
本
語
式
の
場
合
も
散
見
す
る
け
れ
ど
も
、
基
調
と
し
て
は
対

云
々

神
分

愛
阿
羊
）
首
，
傾
テ

師
子
）
床
ヲ
仰

息
句
）
＊
万
代
御
願
寄
テ

十
重
｝
戒
品
授
給
＾

於
國
城
郭
タ
リ

於
人
膏
腕

眉
）
命
者
八
不
聞
重

垢
者
P
入
コ
ト
不
得

食句）

今

金
剛
弟
子
等
（
傍
字
）

六
情
三
風
扇
油
鉢
易
傾

苦
海
＿
＿
波
高
、
y
-
T

浮
嚢
難
持

＊
一
人
三
公
玉
鉢
こ
塵
ヲ
掃
給

t

四
衆
万
民
露
命
こ
不
憑
繋

（繰瓢句）

云
事
無
、
ソ
屠
）

出
暇
利
生
入
壇
傭
］
御
俸
テ

万
代
＿
磁
冷
無
恥
周
）

渡
万
里
愴
海
（
長
句
）

側
三
密
教
海

以
来
冦
句
）

榮
耀
ヲ
春
色
-
―
並
＂
梅
櫻
）
林
枝
巻

光
花
ヲ
暁
）
天
こ
論
＞
ハ
日
月
）
光
景
ヲ
収
＂
＇

源
西
域
基
、
ソ
テ
爾
）

流
東
都
＿
＿
来
＞
リ

弘
法
大
師
従
（
鴨
字
）

五
智
圃
鏡
ハ

八
葉
心
蓮
八

法
界
宮
］
秋
月
租
リ
明
也

花
蔵
界
］
夏
池
ョ
リ
そ
鮮
也

夫
以
月
）
東
寺
灌
頂
乞
戒
導
師
表
白

好
隙
鵬
題
覗
尋

2

結
縁
灌
頂
法
會
者

累
代
万
葉
御
願
也
月
）

＊
青
龍
＿
＿
流
ヲ
縛
ァ
五
瓶
＿
＿
水
ヲ
湛
給

t

白
象
三
杏
燃
-
T
_
-
＿
密
＿
＿
燈
ヲ
挑
給
＾
リ

（輯羅句）
（輯隠句）

拿霞句）

（長旬）

（平輻旬）
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句
表
現
を
主
軸
を
す
る
四
六
絣
朧
文
で
あ
り
、
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』

の
基
準
で
理
解
す
る
こ
と
が
、
概
ね
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
＊
を
付
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
若
干
説
明
を
要
す

る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
漢
字
表
記
と
お
ぽ

し
き
「
給
」
字
を
含
む
句
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
字
と
し
て
数
え
る
か
否
か

で
、
対
句
の
種
類
も
異
な
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

補
助
動
詞
「
給
」
な
ど
は
、
正
格
の
中
国
古
典
の
漢
文
乃
至
わ
が
国
の

儒
者
の
作
製
し
た
表
白
文
な
ど
に
は
通
常
用
い
ら
れ
ず
、
訓
読
の
際
に
補

読
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
除
い

て
字
数
を
数
え
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
初
の

＊
を
付
し
た
「
一
人
三
公
」
以
下
の
隔
句
に
注
目
す
る
と
、
第
二
句
に
「

給
」
字
を
含
み
、
対
を
構
成
す
る
第
四
句
に
は
用
い
ら
れ
な
い
で
、
字
数

と
し
て
は
第
一
句
と
第
三
句
が
そ
れ
ぞ
れ
四
字
、
第
二
句
と
第
四
句
が
五

字
と
揃
っ
て
お
り
、
第
四
句
の
「
不
」
字
と
対
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
「
不
」
の
字
と
同
等
に
「
給
」
字
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
作

文
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
右
に
倣
っ
て
、
認
定
の
統
一
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、

最
後
の
＊
を
付
し
た
「
万
代
御
願
寄
」
以
下
の
長
句
で
は
、
第
二
句
の
「

給
」
字
を
入
れ
る
と
字
数
が
合
わ
な
く
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
一
句

に
も
敬
語
の
接
辞
「
御
」
を
冠
し
て
お
り
、
多
分
に
和
化
的
要
素
が
濃
い

も
の
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
、
字
数
が
不
揃
い
で
あ
る
例
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
ま
ず
対
象
か
ら
外
し
、
揃
っ
て
い
る
場
合
で
問
題
と
な
る
字
を
含
む

と
対
句
の
種
類
が
異
な
っ
て
し
ま
う
と
き
に
は
判
断
を
保
留
し
、
含
め
て

さ
ら
に
、
単
句
対
の
長
句
に
つ
い
て
そ
の
内
訳
を
見
た
の
が

A
表

I
I
V

も
含
め
な
く
て
も
変
更
の
な
い
と
き
は
、
そ
れ
と
認
定
し
て
数
え
る
こ
と

と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
数
え
上
げ
て
、
①
か
ら
⑧
ま
で
の
各
表
白
文
に
つ
い
て

同
様
の
調
査
を
し
て
、
集
計
し
た
も
の
が
、
＾
表

I
V
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
表
白
文
一
篇
当
た
り
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
使
用
度
数
と
そ

の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
使
用
度
数
と
は
、
対
象
と
し
た
表
白
文

の
全
篇
中
よ
り
当
該
句
の
例
を
抜
き
出
し
、
そ
の
合
計
を
篇
数
で
割
っ
た

値
で
あ
っ
て
、
表
白
文
一
篇
中
に
、
何
回
そ
の
句
が
用
い
ら
れ
る
か
を
算

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
白
文
は
、
実
際
に
は
、
一
篇
毎
に
文
章
の
長
さ

も
異
な
っ
て
い
る
上
、
各
種
句
の
配
合
も
同
じ
で
は
な
い
。
使
用
度
数
は

対
象
と
し
た
表
白
文
そ
れ
ぞ
れ
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
認
め
得
る
句
法
の
傾
向

性
を
把
握
す
る
た
め
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
＾
表

I
Vか
ら
、
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
単
句
対
で
は
、

長
句
が
、
二
•
四
（
七
七
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
、

次
い
で
、
緊
句
が0
•

六
(
-
九
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
よ
く
用
い
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、
壮
句
は0
.
-
（
-
―
-
•
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
劣
勢
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
隔
句
対
で
は
、
雑
隔
句
が
、
一
・
―
―
-
（
三
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
多
く
、
次
い
で
、
密
隔
句
と
平
隔
句
が
、
と
も
に
0
・
九
（
二
五
．

o

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
以
下
、
疎
隔
句
0
.
―
―
-
（
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
軽

隔
句
と
重
隔
句
が
と
も
に
。
•
一
（
ニ
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
順
で
あ
る
。
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今
）
新
阿
闇
梨
是
也

|

3
、
大
御
室
御
灌
頂
誦
経
導
師
表
白
）

（
巻
第
三

善
無
畏
三
蔵
是
也

今
日
域
之
帝
王
四
観
王
坐
ス
聖
主
一
朝
之
後

第
四
親
王
出
家
學
道
給

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
五
字
、
六
字
と
い
っ
た
比
較
的
字
数
の
少
な

い
、
せ
い
ぜ
い
八
字
程
度
ま
で
の
長
句
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
後
の
院
政
期
の
僧
侶
の
表
白
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
二
十
字
以

上
を
費
や
し
て
作
ら
れ
る
長
句
な
ど
は
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
デ
ー
タ
を
、
旧
稿
の
（
二
）
平
安
時
代
中
・
後
期
の
表
白
文
に
お

け
る
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
単
句
対
の
、
壮
句
に
比
し
て
比
較
的
短

文
の
長
句
と
緊
句
の
使
用
の
多
い
点
、
さ
ら
に
、
雑
隔
句
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
密
隔
句
•
平
隔
句
と
な
っ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
お
り
、
当
時

の
儒
者
作
製
の
表
白
文
を
対
象
と
し
た
結
果
に
準
じ
て
、
包
括
的
に
理
解

で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
だ
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
数
え
た
対
句
は
、
字
数
の
整

っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
表
現
と
し
て
は
対
比
的
で
あ
る
二
句

を
綴
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
字
数
が
不
揃
い
の
湯
合
や
部
分
的
に
語
が
対

応
し
な
い
も
の
は
除
い
て
集
計
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
中
に
は
、
八
篇
中

一
例
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
長
文
の
対
句
的
な
表
現
の
例
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

昔
中
天
竺
）
國
王
四
ク
ン
）
王
字
坐
大
王
百
年
）
後

第
四
少
子
捨
四
位
入
道
給
ヒ
キ

＾
表

I
V表
白
文
一
篇
当
た
り
の
各
種
対
句
の
使
用
度
数
と
割
合

注①割合は、単句対、隔句対毎に算出した。

②使用度数と割合の数値は、小数第二位を四捨五入した。

③その他とは、『作文大鉢』の隔句対の分類に該当するも

のがない例。

④字句の不備なものは、数えていない。

％割合 使用度数

3 ・2

゜
・1 壮 単

1 9 ・4

゜
・6 緊 句

対
7 7 • 4 2 ・4 長

2 ・8

゜
・1 軽

2 ・8

゜
・1 重 隔

8 ・3

゜
・3 疎

句
2 5 . 0 

゜
・9 密

2 5 . 0 

゜
. 8 平 対

3 6 ・1 1 ・3 雑

そ

゜ ゜盆
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％割合 使用度数

五
3 6 . 0 

゜
・9

字

゜
ノ＇＇ヽ

3 6 . 0 • 9 
字

七
2 0 • 0 

゜
• 5 

字

八
8 . 0 

゜
・2 、
,1' 字

A
表

IIV長
句
の
内
訳

こ
こ
で
は
、
済
延
僧
都
の
手
に
成
る
表
白
文
の
検
討
を
す
る
。

彼
の
手
に
成
る
表
白
文
は
、
本
『
表
白
集
』
に
お
い
て
は
、
次
の
十
二
篇

を
収
録
す
る
。

①
二
条
女
院
仁
和
寺
中
薬
師
堂
供
養
表
白

②
大
御
室
三
尺
阿
弥
陀
供
養
表
白

③
亡
者
七
々
日
曼
荼
羅
供
表
白

（
巻
第
七
ー
10)

（
巻
第
十
二

1
2
)

（
巻
第
十
一
＿
一
ー

9
)

五
、
済
延
僧
都
作
表
白
文
の
対
句
表
現
の
句
法

④

周

忌

曼

荼

羅

供

表

白

（

巻

第

十

三

ー

12)

⑤

亡

者

七

々

日

曼

荼

羅

供

表

白

（

巻

第

十

三

ー

13)

⑥
宇
治
殿
下
九
壇
阿
弥
陀
護
摩
表
白
（
巻
第
十
四
ー
21)

⑦

宇

治

殿

下

被

修

理

趣

三

昧

表

白

（

巻

第

十

七

ー

9
)

⑧
青
蓮
寺
本
願
遠
忌
理
趣
一
＿
一
昧
表
白
（
巻
第
十
七
ー
22)

⑨
大
御
室
為
先
師
大
僧
正
惰
ー
被
修
理
趣
三
昧
表
白
（
巻
第
十
七
ー
23)

（
巻
第
二
十
ニ
ー

1
)

⑩
心
経
会
表
白

⑪

中

薬

師

堂

被

始

毎

日

所

作

表

白

（

巻

第

二

十

ニ

ー

3
)

⑫

出

家

表

白

（

巻

第

二

十

ニ

ー

17)

前
項
の
平
救
阿
闇
梨
作
の
表
白
文
と
同
様
の
調
査
を
し
て
、

A
表

rnv

と

A
表
W
>を
得
た
。

こ
の

A
表

rnvに
よ
っ
て
、
平
救
阿
闊
梨
作
の
場
合
と
同
じ
く
、
単
句

対
に
お
い
て
は
、
緊
句
と
長
句
の
使
用
が
多
く
、
隔
句
対
の
場
合
も
、
雑

隔
句
、
平
隔
句
、
密
隔
句
の
割
合
の
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
隔
句
対
に
お
い
て
は
、
中
で
も
、
密
隔
句
が
最
上
位
を
占
め
る
点
、

平
救
阿
闇
梨
作
の
表
白
文
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

A
表

W
>に
、
長
句
の
字
数
を
見
る
と
、
五
字
か
ら
八
字
程
度
の
短
い

も

の

で

占

め

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

。

．

こ
の
よ
う
に
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
平
救
阿
闇
梨
作
の
表
白
文
の

場
合
と
共
通
し
て
い
る
と
概
括
し
て
大
過
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
同
じ
く
、
済
延
僧
都
作
の
表
白
文
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る

破
格
の
対
句
表
現
的
な
文
が
存
し
、
こ
れ
に
は
長
文
の
も
の
も
観
察
さ
れ

る。
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縮六十万億那由多身量而螢三尺之金像給

移過十万億佛土之荘厳而筋四時之方壇給刈

（巻第十二12、大御室三尺阿弥陀供養表白）

全体としては、字数は揃っているかのようであるが、第一句「

那由多」の三字に対して、第二句で対応するのは「佛土」とニ

字であって、部分的にはずれが認められるものである。

さらに、注意されるのは、ーこれは、平救阿闇梨作の表白文

についても当嵌まることであるが、ー再度、^表IVと^表m
＞の使用度数に注目すると、いずれも低い値を示していて、せ

いぜい二•四、大抵は一・0にも満たない低い値であることがわかる。

これは、本『表白集』所収の表白文については、一篇の文章

が短いものがあったり、途中で切れていて以下を省略している

篇の存することが原因のひとつにあろう。

平救阿闇梨作のものでは、①・②・⑤・⑥・⑦、済延僧都作

の場合、①・②・③・④・⑤・⑨・⑪・⑫はいずれも、「云々」

で結んでおり、以下略している可能性を示している。平救阿闇

梨作の⑥「然則云々」を文末とするものなどは、その最たる

ものであって、接続詞を示し、以下を略しているのである。

また、対句表現を構成しない、四六絣朧文的要素の希薄な表白

文が、まま見られることも起因していると思われるのであって、

特に済延僧都作の表白文に著しく、③・⑥・⑧などは、比較的

長い文章でありながら、対句表現に乏しいのである。

％割合 使用度数

゜ ゜
壮 単

5 2 ．， 
゜
・9 緊 句

対
4 7 ・1

゜
・8 長

7 ・1

゜
・1 軽

~, 

1 4 ・3

゜
・2 重 隔

゜ ゜
疎
句

4 2 • 9 

゜
・6 密

1 4 . 3 

゜
・2 平 対

1 4 ・3

゜
・2 雑

そ
7 . 1 

゜
・1
盆

A
表
IIIV
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以
上
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
新
し
い
作
品
群
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

旧
稿
の
内
容
に
、
い
か
ほ
ど
の
補
正
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
当
面
の
目

的
と
し
て
、
検
討
を
行
な
っ
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
『
表
白
集
』
所
収
の
、
平
救
阿
闇
梨
や
済
延

僧
都
作
の
表
白
文
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
交
じ
り
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
『
表
白
集
』
収
録
の
過
程
や
書
写
の
段
階
で
、
改
変
さ
れ

六、十一世紀僧侶作の表白文の対句の訓法

％割合 使用度数

五
2 5 . 0 

゜
・2

字

ノ…r、
2 5 . 0 

゜
・2

字

七
3 7 . 5 

゜
・3

字

八
1 2 . 5 

゜
・1

字

表^
W
V

（
平
救
ー
②
）

て
い
る
可
能
性
が
十
分
想
定
さ
れ
、
十
一
世
紀
当
時
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
が
、
か
つ
て
検
討
し
た
よ
う
に
（
注
7
)
、
当
時
既
に

片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
断
じ
て
よ
い
こ
と
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
存
の
数
多
し
と
は
し
な
い
十
一
世
紀
の
片
仮
名
交
じ
り
文

の
資
料
と
し
て
、
今
後
先
の
危
険
性
を
慎
重
に
考
慮
し
た
上
で
、
い
ろ
い

ろ
の
語
学
的
研
究
が
行
な
わ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
対
句

表
現
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、
一
点
、
そ
の
訓
法
に
つ

い
て
、
整
理
し
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

対
句
の
訓
法
に
つ
い
て
は
、
中
條
芳
子
、
中
田
祝
夫
、
小
林
芳
規
の
先

学
の
御
論
が
あ
る
（
注
8
)
。
本
稿
も
、
こ
れ
に
導
か
れ
て
検
討
し
て
み

た
い
。対
句
の
前
句
の
末
尾
を
、
連
用
形
で
中
止
し
後
続
の
句
に
続
け
る
の
が

後
世
の
一
般
の
訓
読
法
で
あ
る
が
、
古
く
平
安
時
代
に
は
、
前
句
も
終
止

形
で
結
ん
で
い
て
そ
こ
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
単
句
対
か
隔
句

対
か
と
い
う
対
句
の
種
類
に
応
じ
て
中
止
す
る
か
、
終
止
形
を
用
い
る
か

を
区
別
し
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
単
句
対
と
隔
句
対
を
分
け
て
、
整
理
し
て
み
る

こ
と
と
す
る
。

(
1
)
単
句
対
の
場
合

A
、
中
止
形
で
訓
む

①
榮
耀
ヲ
ー
朝
極
給

t

芳
名
ヲ
万
邦
＿
＿
施
給
＾
リ

②
戒
行
不
粛
給
ー
ー
自
成
リ
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威
餞
不
調
給
こ
自
備
＾
リ

③
勤
學
こ
染
心
給

t

修
練
こ
習
身
給
＾
リ

④
一
朝
位
極
給

t

万
邦
こ
名
ヲ
施
給
＾
リ

⑤
遺
告
ヲ
箱
底
こ
守
給

t

教
旨
ヲ
掌
ー
内
慎
給
テ

⑥
万
歳
之
賓
算
漸
半
過
キ

四
海
振
陸
久
鰹
敷
代
御
こ

B
、
助
詞
「
（
シ
）
テ
」
を
添
え
て
訓
む

①
源
西
域
基
、
ソ
テ

流
東
都
ー
ぷ
＾
レ
リ

②
阿
羊
ー
首
ヲ
傾
テ

師
子
ー
床
ヲ
仰
奉
事
ヲ

③
十
善
輪
王
宅
こ
生
給
テ

三
密
頓
證
道
二
長
給
＾
リ

④
蘭
殿
ー
厳
キ
宮
ヲ
出
給
テ

松
門
ー
幽
ナ
ル
靭
上
釆
給
＾
リ

⑤
性
ヲ
皇
澤
＿
＿
末
ー
ー
受
給
テ

徳
ヲ
四
海
中
こ
廣
給
＾
リ

⑥
戒
行
全
備
テ

法
器
已
成
給
＾
リ

C
、
終
止
形
で
訓
む

（
平
救
ー
②
）

（
平
救
ー
②
）

（
平
救
ー
④
）

（
平
救
ー
⑧
）

（
済
延
ー
⑦
）

（
平
救
ー
①
）

（
平
救
ー
①
）

（
平
救
ー
②
）

（
平
救
ー
④
）

（
平
救
ー
④
）

（
平
救
ー
④
）

(
2
)
隔
句
対
の
場
合

A
、
中
止
形
で
訓
む

①

一

人

三

公

玉

鉢
1

一
塵
ヲ
掃
給

t

四
衆
万
民
露
命
＿
＿
不
憑
繋
卜
言
事
無
、
ソ

②
印
度
則
輸
婆
一
＿
一
蔵
賓
位
ヲ
捨
テ
道
尋
給

t

辰
旦
則
玄
宗
皇
帝
勅
命
ヲ
下
テ
賢
ヲ
撰
給
＾
リ
（
平
救
ー
①
）

③
青
龍
＿
＿
流
ヲ
鱒
ァ
五
瓶
＿
＿
水
ヲ
湛
給

t

白
象
＿
＿
香
燃
＿
ァ
三
密
三
燈
ヲ
挑
給
ヘ
リ
（
平
救
ー
①
）

④
梵
唄
風
扇
テ
＿
―
-
熱
ー
愁
自
除
給

t

鏡
鉢
需
高
、
ど
ァ
長
夜
ー
眠
自
覚
給
ラ
ム
（
平
救
ー
②
）

⑤
朝
廷
仕
給
コ
ト
鰹
藪
代
給

t

極

顕

位

給

事

満

涯

分

給

＾

リ

（

平

救

ー

②

）

⑥
金
牛
玉
馬
ー
瑞
＿
＿
四
野
ー
遊
ヲ
恣
給

t

銀
錫
銅
扉
ー
豪
＿
＿
三
善
ー
道
ヲ
厳
給
杯
リ
（
平
救
ー
④
）

⑦
三
種
ー
錬
磨
八
殆
薩
初
行
＿
＿
諦
給

t

四
弘
ー
行
願
ハ
織
舎
那
ー
心
性
ヲ
窺
給
＾
ル
者
也
（
平
救
ー
⑤
）

三
毒
之
病
垢
忽
浄
リ

八
万
之
塵
努
自
減
’（
済
延
ー
⑨
）

⑧
鑽
字
之
智
水
―

t
瀾
給
＂

覧
字
之
智
火
ニ
ヒ
猥
給
ハ

①
於
國
城
郭
ク
リ

於
人
膏
腕

（
平
救
ー
①
）

（
平
救
ー
①
）
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C
、
終
止
形
で
訓
む

①
五
智
圃
鏡
八
法
界
宮
］
秋
月
租
リ
明
也

八
葉
心
蓮
八
花
蔵
界
］
夏
池
ョ
リ
モ
鮮
也

B
、
助
詞
を
添
え
て
訓
む

①
法
相
唯
識
9
宅
こ
八

最
極
秘
密
門
こ
ハ

既
三
貼
四
徳
）
位
ヲ
極
給
卜
云
ト
モ

未
五
想
三
金
之
観
ヲ
備
＾
サ
ル
智
ナ
リ

（
平
救
ー
⑤
）

（
平
救
ー
①
）

C
の
類
は
稀
で
あ
る
が
、
破
格
の
対
句
を
含
め
る
と
、

②
女
子
"
-
―
一
代
）
皇
后
代
々
こ
椒
房
蘭
殿
｝
粧
ー
務
給
7

二
男
＂
則
羽
翼
輔
佐
｝
臣
次
々
＿
＿
櫂
門
振
禄
｝
器
＿
＿
承
給
＾
リ

（
平
救
ー
②
）

も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
単
句
対
、
隔
句
対
と
も
に
、

A
類
す
な
わ
ち
連
用
形
で

中
止
し
て
、
後
続
の
句
に
続
け
る
形
が
原
則
的
で
あ
っ
て
、
数
の
多
い
こ

と
が
判
っ
た
。

他
に
、

B
の
よ
う
に
、
「
（
シ
）
テ
」
を
送
る
形
が
存
し
、
こ
れ
は
、

(
1
)
単
句
対
の
①
に
注
目
す
る
と
、
第
一
句
「
源
」
、
第
二
句
「
流
」

と
あ
っ
て
、
内
容
的
に
先
後
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み

る
と
、
③
の
場
合
も
、
第
一
句
「
生
」
、
第
二
句
「
長
」
と
あ
り
、
先
ず

「
生
ま
れ
て
」
か
ら
後
に
「
長
ら
え
る
」
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
に

先
後
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
④
も
第
一
句
「
宮
ヲ
出
」
後
に

第
二
句
「
来
」
る
わ
け
で
あ
る
の
で
、
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

A
の
場
合
、

(
1
)
単
句
対
の
①
第
一
句
「
榮
耀
ヲ

一
朝
極
給
」
こ
と
と
第
二
句
「
芳
名
ヲ
万
邦
＿
＿
施
給
」
こ
と
は
同
時
的
で

あ
っ
て
も
一
向
差
し
支
え
な
い
わ
け
で
あ
る
し
、

(
2
)
隔
句
対
の
場
合

も
、
②
の
よ
う
に
先
行
の
「
印
度
則
輸
婆
三
蔵
賓
位
ヲ
捨
テ
道
尋
給
」

と
後
続
の
「
辰
旦
則
玄
宗
皇
帝
勅
命
ヲ
下
＿
ょ
賢
ヲ
撰
給
」
は
、
空
間
・

地
理
的
対
立
で
あ
っ
て
、
時
間
関
係
と
は
関
与
し
な
い
の
で
あ
る
。

C
の

例
も
こ
ち
ら
に
該
当
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
文
献
に
お
い
て
は
、
先
行
の
句
に
助
詞
を
補
っ
て
訓

む
場
合
、
文
脈
上
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
あ
っ
て
、
助
詞
を
補
わ
な
い

中
止
形
お
よ
び
終
止
形
で
は
そ
の
必
要
の
な
い
文
脈
で
あ
っ
て
、
し
た
が

っ
て
、
よ
り
文
意
を
加
味
し
て
の
訓
法
に
な
っ
て
い
る
と
概
括
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

七
、
む
す
び

以
上
、
金
沢
文
庫
蔵
の
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
の
中
か
ら
、
十
一
世

紀
の
僧
侶
、
具
体
的
に
は
、
平
救
阿
闇
梨
と
済
延
僧
都
の
表
白
文
を
対
象

と
し
て
、
文
章
の
基
幹
を
成
す
対
句
表
現
に
注
目
し
て
、
旧
稿
の
再
検
討

も
含
め
て
、
考
察
し
て
き
た
。

今
回
判
っ
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
儒
者
の
表

白
文
と
同
様
に
、
彼
ら
僧
侶
の
表
白
文
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
句
法
を
用

い
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
、
今
回
の
文
献
群
を
加
え
て
も
、
時
代
が
下
る
に
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つ
れ
、
対
句
の
一
句
の
字
数
が
増
え
、
長
文
化
し
て
く
る
と
い
う
、
旧
稿

の
見
解
は
、
基
本
的
に
は
訂
正
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
が
あ
る
。

た
だ
し
、
字
数
の
不
揃
い
で
、
対
応
し
な
い
語
句
を
含
む
破
格
の
対
句

的
な
表
現
や
対
句
表
現
と
は
認
め
ら
れ
な
い
箇
所
の
多
く
指
摘
さ
れ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ら
が
、
片
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
と

と
も
に
、
注
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
破
格
の
例
の
中

に
は
か
な
り
長
文
の
も
の
の
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
第
二
に
、
今
回
、
新
た
に
調
査
し
た
対
句
の
訓
法
に
つ
い
て

は
、
後
世
の
訓
法
の
影
響
も
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
存
し
、
少
な
く
と
も

十
一
世
紀
の
訓
法
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
か
は
、
現
段
階
で
は
不
明

と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
終
止
形
の
も
の
も
含
み
つ
つ
、
や
は
り
大
勢
は
中

止
形
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
事
実
は
、
終
止
形
か
ら
中
止
形
へ

と
移
行
す
る
過
渡
的
様
相
と
し
て
把
握
で
き
そ
う
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
調
査
の
結
果
の
み
を
示
し
、
結
論
は
急
が
ず
ひ
と
ま
ず
保
留
し
た
い
。

か
つ
て
、
筆
者
は
、
表
白
文
を
は
じ
め
と
す
る
諷
誦
文
類
を
一
群
と
す

る
古
訓
点
資
料
の
性
格
の
一
端
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注

9
)
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
視
野
に
入
れ
て
、
通
時
的
に
論
ず
る

こ
と
が
課
題
と
な
ろ
う
。

以
上
の
、
対
句
表
現
の
、
句
法
の
問
題
と
訓
法
の
そ
れ
と
は
、
同
じ
対

句
表
現
を
対
象
と
し
て
い
て
も
、
一
見
、
別
の
議
論
で
あ
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

二
つ
は
、
日
本
文
章
史
の
問
題
と
し
て
、
通
底
す
る
部
分
の
存
す
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

従
来
、
対
句
表
現
の
訓
法
が
、
先
行
の
句
を
終
止
形
に
訓
む
も
の
か
ら

中
止
形
に
訓
む
も
の
へ
と
、
移
行
し
て
ゆ
く
事
実
は
報
告
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
事
実
は
、
訓
読
、
す
な
わ
ち
漢
文
の
＾
理
解
行
為
＞
に
お
け
る
、

『
長
文
化
』
と
は
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
古
く
は
、
先
行

の
一
句
を
、
一
文
と
し
て
切
っ
て
理
解
し
、
後
続
の
句
も
同
様
、
一
文
と

し
て
‘
―
つ
の
対
句
を
二
文
相
当
で
把
握
し
て
い
た
も
の
が
、
下
っ
て
、

一
文
で
把
握
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
一
文
中
の

言
語
量
が
増
加
す
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
文
と
し
て
は

そ
れ
だ
け
長
く
な
る
の
で
あ
る
。
．

と
す
る
と
、
同
様
に
、
旧
稿
で
も
論
じ
て
き
た
表
白
文
の
句
法
も
、
こ

れ
は
漢
文
の
＾
表
現
行
為
＞
と
し
て
対
立
的
に
考
え
る
と
、
時
代
が
下
る

に
つ
れ
、
一
句
の
字
数
が
増
加
し
て
、
『
長
文
化
』
し
て
く
る
の
で
あ
っ

て
、
わ
が
国
の
、
漢
文
に
お
け
る
＾
理
解
行
為
＞
と
＾
表
現
行
為
＞
の
相

違
こ
そ
あ
れ
、
と
も
に
、
一
文
が
長
く
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

一
点
で
は
、
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
か
よ
う
な
見
通
し
も
考
慮
し
つ
つ
、
検
討
を
行
な
っ
て
ゆ
く

こ
と
と
し
た
い
。
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【注】

(
1
)
築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
『
高

山
寺
古
往
来
表
白
集
』
、
昭
和
52
・
東
大
出
版
会
）

(
2
)
山
本
真
吾
「
平
安
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
対
句
表
現
の
句
法
の

変
遷
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
一
四
九
、
昭
和
6
2
.
6
)

(
3
)
山
本
真
吾
「
金
沢
文
庫
蔵
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
所
収
表
白
文

の
文
体
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

18
、
平
成
7
.
5

）
 

(
4
)
山
本
真
吾
「
十
一
世
紀
に
お
け
る
僧
侶
に
よ
る
表
白
文
の
作
成
ー

大
御
室
性
信
時
代
の
平
救
阿
闇
梨
と
済
延
僧
都
ー
」
（
『
築
島
裕

博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
、
平
成
七
年
・
汲
古
書
院
刊
行
予

定
）

(
5
)
山
本
真
吾
「
勧
修
寺
法
務
寛
信
の
表
白
文
作
成
活
動
ー
院
政
期
に

お
け
る
僧
侶
に
よ
る
表
白
文
の
作
成
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学

鯰

文

学

』

6
、
平
成
6
.
5
)

(
6
)
注

(
2
)
文
献
。

(
7
)
注

(
3
)
文
献
。

(
8
)
中
條
芳
子
「
倭
漢
朗
詠
集
に
お
け
る
対
句
の
読
み
」
（
『
国
語
学

』
二

0
、
昭
和
3
0
.
3
)

中
田
祝
夫
「
鰍
馴
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
第
二
章

第
四
部
諷
誦
文
稿
の
対
句
の
訓
法
（
昭
和
44
・
風
間
書
房
）

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研

究
』
序
章
第
四
部
＞
対
句
の
訓
法
（
昭
和
42
・
東
大
出
版
会
）

同
『
古
事
記
』
（
日
本
思
想
大
系
1
)
訓
読
補
注
、
対
句
の
訓
法

（
昭
和
57
．
岩
波
書
店
）

(
9
)
山
本
真
吾
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
諷
誦
文
類
の
収
録
状
況
と

訓
点
に
関
す
る
一
考
察
ー
表
白
文
、
願
文
を
中
心
と
し
て
ー
」
（

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

94
、
平
成
6
.
9
)

[
本
学
教
員
]
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